




Studies 00 the Effects of Heat Treatment on the Properti倒 ofAmiJao (VI) 
On the Mechanism of Thermal Shrinkages. 
Ishio TSUjIMOTO ， Nobuo MOTOjl 
For the purpo詑 ofinvestigating the mechanism of thermal shrinkages of Amilan as an 
aid in evaluating the particular temperature dependence of heating effects， the authors 
subjected the cold drawn samples of Amilan to dry heat trea加lents.
The thermal shrinkages are thought to be influenced byen甘opyeffects， intemal energy 
effects and a change in the length of the molecule which occurs when molecules of Iower 
M. W. were dissolved and recrystallized. Th町'eseem to appear three different behaviors 
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2.22'.3 2.4 2:5 2. 6 2~ 7 2.8 2'-9 3.0 3: 1 3:2 を示している。又延伸度によりアミラン。
l/T oK (x 10-.1) 紘膨脹係数は正又は負になる乙とが報告幻
されているが，本実験では負心値が求められ，ポ Uカプロアマイド容積温度曲様。屈曲点が 600，
1200Cに存在する故，容積に関連を有する続膨脹係数も同様になる乙とが考えられるが，第4図。
如く係数C対数を ljTOKに対 第 5 図
してプロットすれぽ予想通りに ~r _.. _ 0.29SS ".'.A 
なる。乙C際両者。定常状態時 tf;110告 :::0・;十世・0脚，-0・'S1g.;I''-1 忌.... ~5' 畠C?~



















S8.. % = S:1t % ・ 100 •脚~7H I}.412$
加 I∞ 120 
熱処理温底 (oC)
160 i帥140 
400 - 1200C…nlog S，/SSl詰 O.0064t - O. 2958 
或は S8田ニ SBl・ 10¥0・0064t-Q.訓8l
1200 - 18QoC… log S制 /S81= o.α泊'37t+ O. 4125 
或は S，u， = SSl • '10lo・00037t+0・4125)
但し 5s日 5'l，はそれぞれ急熱，徐熱時θ収縮率(%)。
( 2 ) oriented crystalline化による二次的伸長の検討
熱処理り際徴結晶部白並行化による二次的伸長。影響。有無を検討するため，各種温度に徐熱



















































4よー←泊。C →曲。C-+ 30.C 
2D 却叫 50 冊 70 80 同 1∞
熱処理温度 (OC)
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+τ-31・C-6O"C . 31.C 



















+会←泊。C→ 1問。C → 300C
....="-04-，'泊。C→印。c~ 300C 























































第 1 5 図
国ω回同初回初蜘10瑚抑制捌印I70i回2 熱処理峨 (OC)
熱克盟加工によるアミラ γの特性に関する研提ー (第6幸田 事/7
後で可及的徐熱急冷処理を行い，残留応力除去を主目的とする場合はなるべく軟化域。安定限界。
最高温度を選定し可及的急熱急冷処理でセットするととが望ましく思惟される。しかじ熱回定に関







図式に外挿して求めた。第16図は定常状態に達せん J 第 16 図
掛tiO却 1ω1却 1却 160180 
ム弾性むようにエントロピ効果によるもりと考えら 期処理温度
れ，即ちゴムの一定歪に告ける力む変化 K=a + bTと同じ傾向を示し 1400Cを過ぎると結品
弾性部分aが大となり温度係数は負となる。とれは1400Cまでは加熱により結晶部が緩和されヱント
下ピ増大し， 140.oC以上では低分子部分溶融による軟化域に属し結品弾性を呈するもむと考えれぽ
定性的に説明されるo と乙にー般に収縮応力は加熱速度過程に依存し収縮速度はds/dt A'・e-U/kT 
とあらわされる故 F/ds/dt 第 1 7 図
=A ・eU/kT ([)如き式で表示 U4.0~ 
してもやは TF/dsノdt([)対数 以 . ? 
と l/ToK([)聞に直縁関係が 誌:1/ノ/
成立する故に第17図的日〈収 日昌弘2Jzj h 2:5 2;62.7 28 29 ・
縮応力む場合と同様に3直親 2 1/T?k lxlo-z〉




































たとき Gh Glh 'Yj' q; 3要素模型で解析できるわ
けである o しかし一般に高分子園態。残留歪は種
々白遅延時閣を有する故連続分布をするもりと








む 令ー-~。一四』一一<>- '1]' 
U10j ¥ 土二口
する G1は，温度上昇段に ;lmf-J-〉章二三ごr-tJ.
7J' ([)減少に OV杭 habowされ 3qw斗-_...-...- ←一…+一一品会ミ











G1 = k1 + k2 • G:a = k2 (k1十 k2)/k1 • 1)' =マ (k1 十 k2ya/k~
モデル (2)([)一定歪速度 ρD場合む歪力一査関係は次θ如くなる。
F=同 {1- exp (-k11/ρη)} + k21 
即ち実際C収縮応力一収縮率。場合，指数函数部分は比較的速かに消失して曲線は貰糠と見な
し得るようになる。そとで (3)([)如くその置糠部分。傾斜から k2• 叉 F と k21 ([)差がM要素に
働く力D平衡値 ρすとなり，とれより η更に原点に争ける切糠より k1 + k2が求められる。但し
pをとむ際収縮初速度であらわした。その求めた結果を管19図に示した。ずは温度上昇と共に低下

















4. 結 .=. 置
冷延伸アミランむ熱収縮を時間的に追跡し，そり挙動を種々解析し，発生機構を明らかにする
Eとができた。最後に次報には熱弾性的特性について報告D予定であるo本研究は昭和29年度文部
省自然科学各個研究費によるもむの一部であるととを附記し関係当局に衷心より深謝。意を表する
次第であるo tr..台本稿。要旨は日本繊維機械学会昭和30年度秋季研究発表大会に沿いて講演した。
註
1)， 3) 辻本，元治:本誌，第2報，第3巻，第2号
2)渡 辺:ナイロ y
4) コロイド化学における thixotropyとは一見意味が異るように見えるが，そり本質は同じことである.
